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1. 案件基本情報 

 ⑴ 案件名 

和文：（集団研修）普及指導員のための畑作物管理 

英文：Group Training Program on “Upland Cereal Crops Management for Extension 

Officers”  

 ⑵ 受入期間 

  平成 24 年 5 月 21 日（月）～ 7 月 18 日（水） 

 ⑶ 技術研修期間 

  平成 24 年 5 月 28 日（月）～ 7 月 17 日（火） 

 ⑷ 定員、割当国 

  定 員：10 名（受入数 11 名） 

  割当国：エチオピア、ヨルダン、ミャンマー、スーダン、ザンビア、ジンバブエ 

アフガニスタン、ガーナ、マラウイ、モザンビーク、南スーダン 

（下線は受入国） 

 ⑸ 研修類型：人材育成普及型 

 ⑹ 使用言語：英語 

2. 案件の背景・目的 

 途上国では、国民の多数が農村で生活し、農業を営んでいる一方で、人口が急激に増

加しており、食料の確保が急務である。また、農地の過度な利用による土壌の劣化、

水不足などが問題となっている。このため、安定的に食糧生産を行い、また生産量を

増加させるためには、農地の適切な利用、効率的な生産がますます重要になっている。 

 安定的な食糧生産や生産量の増大には、試験研究や農民自身により開発された適正技

術が普及指導員を通じて地域の農民に広く普及することが不可欠である。 

 しかしながら、途上国では普及組織が人的、物的、資金的に脆弱なため、技術開発の

成果を農民に伝えることが困難となっている。具体的には、普及員が農家のニーズを
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把握する能力や機会の不足、開発した技術の応用や、それを伝える普及技術が未発達

であり、また効率的に普及を実施するための移動手段や研修施設が十分ではない。 

 このような背景の下、本案件は開拓以来の十勝地方の農業技術の発展とその普及技術

およびその体制の変遷を学ぶことで、途上国の農業普及システムおよび農業技術の発

展に寄与することを目的とする。 

3. 上位目標 

所属部署・組織により、策定した農業普及に関する特定技術の普及計画が実施される。 

4. 案件目標 

農業普及に関する特定技術の普及計画案が所属部署・組織によって作成される。 

5. 単元目標 

(1) 農業普及に関する特定課題の原因を具体的に列挙できる、もしくは原因を特定する

ための調査ができる。 

(2) 適正技術の開発の方向性を論理的に説明できる。 

(3) 農業技術の効果的な普及方法を事例をもとに説明できる。 

(4) 本邦研修終了時に普及計画の素案が作成される。 

6. 研修成果品 

（1）本邦研修実施前 

「初期報告書（Inception Report）」の作成 

 研修の主題にかかる研修員および所属組織の課題やそれに対する現在の組織として

の対策・枠組みをまとめ、本邦でのコース開始時に報告する。 

（2）本邦研修終了時 
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「中間報告書（Interim Report）」の作成 

 研修で学んだ知識や技術等を基に単元目標（３）にかかる活動計画（案）を作成し、

コース終盤に発表する。 

（3）帰国後の事後活動 

「最終報告書（Final Report）」の作成 

 研修員は帰国後、中間報告書に書かれた活動計画（案）を所属組織に報告、関係者

と共有のうえ、最終的な活動計画をまとめ、帰国後３ヶ月以内に JICA 北海道（帯広）

に提出する。JICA 北海道（帯広）は同計画書を関係者と共有のうえ、次年度以降に

実施される研修に内容をフィードバックし、必要に応じフォローアップを検討する。 

7. 研修員参加資格要件 

（1）募集要項記載条件 

ア．畑作物（主に小麦、馬鈴薯、豆類）栽培に関し、農民に直接技術指導をしている農

業普及員または普及員を指導する専門技術員（大学での研究者および行政官は除く） 

イ．当該分野で３年以上の経験を有する者 

ウ．年齢が２５歳以上４５歳以下の者 

エ. 畑地実習が多いため、十分な体力があり、女性に関しては妊娠していない者 

(2）各案件共通資格要件 

ア．所定の手続きにより割当国政府から推薦されること 

イ．大学卒業あるいは同等の学力を有すること 

ウ．TOEFL iBT 72 点（CBT 200 点／PBT 533 点）以上に相当する英語能力を有すること 

エ．心身ともに健康なこと 

オ. 軍に属していないこと 

8. 研修実施体制 

本案件は、コースリーダーである株式会社帯広市農業振興公社の森脇芳男生産技術部長の
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助言のもと、独立行政法人国際協力機構北海道国際センター（帯広）が研修コースを計画

し、関係諸機関の協力により実施・運営する。技術研修期間中は、JICA 登録の研修監理員

を配置する。具体的業務は次のとおり。 

北海道国際センター（帯広） 

ア） 実施計画書作成（案件目標、研修期間等） 

イ） 日程表の調整・作成 

ウ） 講師、視察先等への連絡・確認 

エ） テキスト、資料等の手配 等 

オ） 実施予算の執行管理 

カ) 通訳・翻訳 (研修監理員による対応) 

キ) 評価 等 

9. 研修の評価 

⑴ 評価の目的 

案件目標に基づき、研修成果の測定・分析を通じてコース終了時に当初目標の達成

度を確認する。また、今後の研修で改善すべき点をあげ、本案件の質的改善を図る。 

⑵ 評価の方法 

ア）コースリーダー等による案件目標の達成度把握 

イ）研修員が提出する質問票による評価 

ウ） JICA による評価 

⑶ 評価会 

研修終了時に質問票の記載事項の確認を中心とした評価会を実施する。 

⑷ 反省会 

研修員の帰国後に、評価結果に基づき JICA 帯広、コースリーダー、講師が参加し、

研修の目的・内容、プログラム構成、指導方法等について協議し、翌年度以降のコ

ース改善に向けて対応方針を検討する。 
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10. 研修付帯プログラム 

 ⑴ ブリーフィング 

来日直後に北海道国際センター(帯広)で実施する。JICA 業務およびコース概要説明、

研修員登録、旅券・査証の有効期間の確認、支給される諸手当の説明等のほか、日

常生活を送る上での諸注意を行う。 

⑵ ジェネラルオリエンテーション 

日本の政治・行政、経済、教育などを紹介する。 

⑶ 日本語講習 

研修員の日常生活および国際交流のため、簡単な日常会話程度の語学力修得を目的

として 7.5 時間の日本語講習を実施する。 

 

付帯プログラム日程（予定） 

日 程 内      容 

5 月 22 日（火） ブリーフィング 

23 日（水） 

       

ブリーフィング 

ジェネラルオリエンテーション 

日本語講習 

24 日（木） 

 

   

ブリーフィング 

ジェネラルオリエンテーション 

日本語研修 

25 日（金） 日本語講習 

11. 主な宿泊場所 

  北海道国際センター（帯広） 

   所在地：〒080-2470 北海道帯広市西 20 条南 6丁目 1番地 2 

        Tel（0155）35-2001  Fax（0155）35-2213 
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12. その他 

 ⑴ 修了証書 

研修を修了した研修員に JICA から修了証書を授与する。 

 ⑵ 研修員の待遇 

ア） 入国資格 

技術研修を受けるために来日する者は研修査証を取得し、滞在中は日本国法規の適

用を受ける。 

イ） 滞在費 

JICA 規程に基づき研修を受けるために必要な手当が支給される。 

 ⑶ 国際理解教育 

国際理解教育の支援のため、本コースに地域の小中学校の生徒や住民との相互理解

のためのプログラムが一部含まれている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
独立行政法人国際協力機構 北海道国際センター(帯広) 
〒080-2470 北海道帯広市西２０条南６丁目１番地２ 

TEL：0155-35-1210 FAX：0155-35-1250 
ホームページ : www.jica.go.jp/obihiro/ 

  メール：jicaobic@jica.go.jp 



付表-２

コースカリキュラム（案）

小項目 カリキュラム 講義 実習 視察 討論 担当講師 講義目的 講義内容

日本の農業 1.0 農業振興公社
日本の農業概要を紹介、課題と問
題点の対策を知る

日本の農業の現状、今後の進展方向

帯広市の農業 0.5 農業振興公社 帯広市の農業の推移と現状 帯広市の農業概要を紹介

農業行政およ
び農業技術セ
ンターの役割

1.0 農政課
農業と行政の関わりを理解し、農業
技術センターの役割を知る

農業行政の仕組みについての講義、技
術ｾﾝﾀｰの農産係、経営係の業務内容説
明及びほ場視察

酪農家現地視
察

0.5 農家（広瀬牧場） 酪農家の現状視察 農家の見学

昔の農業 0.5 農業振興公社 日本の農業の歴史・変遷を知る 日本の農業の歴史・変遷（ビデオ）

0.5

農機具歴史館
田畑農機
長屋機工

昔の農作業機・農具の紹介
小規模で簡易な農業機械の紹介 農作業機・農具について

0.5
大塚農場、農業振
興公社

畑作農家でのほ場実習 播種機、カルチ、防除機

作物栽培管理 1.5 1.5 農業振興公社 作物の栽培管理実習
各種管理作業（耕起・施肥・播種・移植・
防除等）の実習

栽培技術の実
態と技術習得

2.0 農業振興公社
穀類（小麦・豆）、根菜類（馬鈴薯）
の栽培技術について知る

栽培技術に係る講義

土壌分析 0.5 0.5 農業振興公社 ＰＨ・ＥＣ簡易分析
分析実習/硝酸態窒素の土・作物の残留
分析実習

病害虫対策 0.5 0.5 農業振興公社
病害虫の実態と管理方法について
知る

病害虫の対策及び管理について

生育調査実習 0.5 0.5 農業振興公社
品種を比較するためなどの生育調
査についてその意義や方法を理解
する

生育調査の実施

農産物の増
収･品質向上
の取組

0.5 十勝農協連
増収・品質向上のための土壌診
断、根粒菌、種子管理について知る

土壌診断、根粒菌、種子管理にかかると
価値農協連の取組

0.5

カルビーポテト　芽
室馬鈴薯集荷セン
ター

商品として加工される農産物の規
格・基準及び生産者との関わりにつ
いて学ぶ

加工用馬鈴薯の選定、保存方法及び農
家への指導も含め、加工用馬鈴薯に求
められる規格について理解する。

0.5 0.5 農家
付加価値化や貯蔵、余剰生産物の
活用について具体的技術を知る

野菜加工（ジャム）の実習

姫路市農業振興ｾ
ﾝﾀｰ

都市近郊農家の現状 園芸センターの視察、ため池の視察

タキイ種苗㈱ 種子・育苗の現状を見る 種子・育苗の現状の視察

試験研究
農業技術開発
と技術普及の
制度と現状

0.5 0.5
道立十勝農試
技術普及部

北海道の試験研究の課題選定から
研究成果の過程と、技術普及の制
度を学ぶ

・研究課題の選定・研究方法・研究成果
の活用
・普及制度と技術普及の方法

農協
農協の制度と
業務

0.5 0.5 ＪＡ帯広かわにし
農協制度を理解し、集出荷の状況
を見学する

農協制度･組合員勘定制度・生産組合制
度と集出荷施設の見学

農業普及事業
の現状

0.5 0.5
十勝農業改良普
及センター

試験研究結果を農家へ普及させる
手法、地域の課題解決手法を学ぶ

・試験場からの研究結果の普及方法
・農家･農協の課題（土づくり・地域づくり）

農業者の取り
組み

0.5 0.5 畑作農家(中薮） 農業者の技術普及分野の取り組み 農業者による技術普及

農業高校 0.5 0.5 帯広農業高校
担い手としての農業高校の人材育
成について知る

・ 農業高校の取組み
・ 生徒のプロジェクトの視察

北海道立農業
大学校視察

0.5 0.5
北海道立農業
大学校

農業学校における人材育成を学ぶ
・北海道立農業大学校の取組み
・カリキュラムの視察

農村との交流
事業

1.0 八千代牧場
農業まつりの意義と状況を理解し、
農家グループの活動や農産物・加
工品の販売状況を視察する

牧場まつり見学

アグリカレッジ
（新規就農者支
援活動）

1.0
十勝農業改良普
及センター

新規就農者に対する指導見学
農業初心者に対する普及指導員の農業
指導活動の様子について視察する。

農村女性の活
動

0.5 チャオ代表 農村女性による活動 事例紹介

農業共済制度 農業共済制度 0.5 農業共済組合 共済制度の仕組みと内容 査定の具体的な方法など

学術研究機関
大学の研究と
教育の現状

0.5
帯広畜産大学
地域共同センター

大学教育と地域共同研究センター
の研究の取り組みを学ぶ

・大学の教育研究制度
・地域共同研究センターの共同研究の内
容

課題の設定 研修課題検討 0.5
農政課
農業振興公社

研修員の仕事内容を把握し課題を
整理する

課題の選定と分担

解決策の手法 ＰＣＭ研修 0.5 2.5 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
研修員の課題解決のため、問題整
理・解決手法を学ぶ

ワークショップによるＰＣＭ研修

1.0
農政課
農業振興公社

研修員のインテリムレポートの具体
化

インテリムレポートの具体的計画づくり

1.0
農政課
農業振興公社

課題別に研修員間でインテリムレ
ポートの内容を検討

インテリムレポート内容の具体策につい
て検討

1.0
農政課
農業振興公社

インテリムレポート発表指導 インテリムレポートの個別指導

振返り 0.5 JICA
研修の内容を振返り、研修員間で
討論をすることで理解を深める

研修員の自主講義

ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰ
ﾄ発表会

0.5

ｲﾝﾃﾘﾑﾚﾎﾟｰﾄ
発表会

0.5

学校訪問

（小計） 14.0 6.5 8.5 5.0

インテリムレ
ポート検討会

2.0

農業機械

解決策の構築

管理技術

その他

単元目標２：効率的普及方法と地域に応じたシステムを説明できる

単元目標３：作物栽培普及における自国での地域課題を整理し、技術普及の企画・実施・評価を通して解決策の計画策定ができる。

道外研修

農産物加工

発表会

農村振興

（単位:day)

単元目標１：集約的作物栽培技術を説明できる

農業の概要

技術普及

農業の変遷



コース日程（案）
付表-３

区分 カリキュラムとその内容 担当機関  （講師名） 研修場所 宿泊

5/21 月 来日 帯広

5/22 火 ブリーフィング JICA北海道(帯広) 帯広国際センター 帯広

5/23 水 ブリーフィング/オリエンテーション JICA北海道(帯広) 帯広国際センター 帯広

5/24 木 ブリーフィング/オリエンテーション/日本語講習 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター 帯広

発表会準備 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター 

日本語講習 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター

5/26 土 日本語講習 帯広国際センター 帯広

5/27 日 休日 帯広

9:10-9:40 帯広市長表敬訪問 JICA北海道(帯広) 帯広市役所

10:30-12:00 検討会 コースオリエンテーション 帯広市農業振興公社　森脇　芳男

13:00-16:00 検討会 研修課題検討会
帯広市農業振興公社　森脇　芳男
帯広市農政課　樂山　勝則

9:30-12:00 検討会 インセプションレポート発表会 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　ORルーム

12:00-12:30 ティーパーティー JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　会議室

13:30-16:00 発表会 農業概要（1）日本の農業 (2)十勝の農業 帯広市農業振興公社　森脇 芳男 帯広国際センター　S4

9:30-12:00 講義 日本の農業普及 帯広市農業振興公社　森脇 芳男

13:00-15:30 講義 農業技術センターの役割、農業行政の仕組み 帯広市農政課　樂山　勝則

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:30-15:30

6/2 土 休日 帯広

6/3 日 休日 帯広

9:30-12:00 講義 昔の農業　/　農機具歴史館視察 帯広市農業振興公社　中井　敬二 帯広市農業技術センター

13:30-15:00 見学 馬の資料館、地産地消市場（とかち村）の見学 帯広市農政課　樂山　勝則 馬の資料館、とかち村

9:30-12:00 講義 農協の制度と業務 ＪＡ帯広かわにし　参事　石山 帯広国際センター S２

13:30-15:30 見学 農協の制度と業務 ＪＡ帯広かわにし　別府事業所長 JA帯広かわにし別府事業所

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-11:30

13:30-16:00

6/9 土 休日 帯広

6/10 日 休日 帯広

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00 講義 農業共済制度
十勝農業共済組合農作部
　課長　西田　幸博

帯広国際センター S3

13:30-16:00 見学 農業機械の視察 田端農機具製作所 田端農機具製作所

10:30-12:00

13:00-15:00

9:30-11:30 視察 農産物の加工
カルビーポテト芽室馬鈴薯集荷センター
馬鈴薯研修所所長　植村　弘之

カルビーポテト芽室馬鈴薯集
荷センター

帯広

13:30-15:00 視察 農家視察 リバティヒル広瀬牧場　広瀬　文彦 広瀬牧場 帯広

6/16 土 休日 帯広

6/17 日 八千代牧場祭り 帯広

9:30-12:00

13:00-15:30

講義・
実習

栽培技術の実態と技術習得２（馬鈴薯・とうもろこし）
帯広市農業振興公社　杉江　重信
(サブ講師)帯広市農業振興公社　中村　嘉秀

5/25

6/15 金

講義・
実習

農産物の加工 澤田　清美、　高橋　美巴子

十勝農業改良普及センター

澤田ファーム

木

金

帯広水

講義・
実習

栽培技術の実態と技術習得１（小麦・豆類）
帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　杉江　重信

帯広市農業技術センター 帯広

帯広

6/18

帯広

帯広

帯広

帯広

6/6

6/7

6/8

講義・
実習

火

帯広

帯広

帯広

簡易土壌分析の習得
帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　杉江　重信

帯広市農業技術センター

金

講義

講義

帯広市農業技術センター

月

帯広

帯広

帯広

帯広

帯広市農業技術センター
講義・
実習

作物栽培管理実習１（播種準備作業）

北海道立農業大学校における人材育成の取組み

6/13

6/14

中札内農村改善センター

北海道立農業大学校木

火

6/1 金

5/30 水

日時

帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　中井　敬二、
渕上　正春

6/5

PCM研修5/31 木

北海道立農業大学校

アイ・シー・ネット株式会社
伊藤　毅

6/11

水

6/4 月

5/28 月

5/29

帯広

帯広

帯広市農業技術センター

帯広国際センター　ORルーム

講義・
見学

アグリカレッジ(新規就農者支援活動）6/12 火

月

帯広国際センター　ORルーム

講義・
視察

アイ・シー・ネット株式会社
伊藤　毅

PCM研修 帯広国際センター　ORルーム



付表-３
 コース日程（案）

区分 カリキュラムとその内容 担当機関  （講師名） 研修場所 宿泊

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00 講義 帯広国際センター　S4

13:30-14:30 視察 中藪農園

6/22 金 学校訪問 帯広

6/23 土 休日 帯広

6/24 日 休日 帯広

9:30-12:00

13:00-15:00

10:00-12:00

13:00-15:00

9:30-12:00 実習 農業機械実習
大塚農場　大塚　正昭
（サブ講師）帯広市農業振興公社
　　中井　敬二、　渕上　正春

帯広市農業技術センター

14:00-16:00 視察
農産物の増収・品質向上の取組み（土壌診断、根粒
菌、種子管理）

十勝農業協同組合連合会　農産化学研究所
十勝農業協同組合連合会　農
産化学研究所

9:30-12:00

13:00-16:00

9:30-12:00

13:30-16:00

6/30 土 休日 帯広

7/1 日 休日 帯広

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:00-15:30

9:30-12:00

13:30-16:00

9:30-12:00 視察 農村女性の活動事例紹介 チャオ代表　石井　栄子
広野町石井農場、
広野農業担い手センター

15:30-16:30 視察 帯広市における生産者の対面販売の取組み 帯広市農政課　樂山　勝則
農業技術センター
とかち大平原交流センター

10:00-12:00 講義 大学教育及び産学官連携協力の現状について
帯広畜産大学　地域連携推進センター　セン
ター長　小田　有二

帯広畜産大学　地域連携推進
センター

インテリムレポート発表会準備（＊レポート提出） 帯広国際センター　PCルーム

7/7 土 休日 帯広

7/8 日 帯広→京都 京都

10:00-12:00 視察 タキイ種苗視察 タキイ種苗株式会社 タキイ研究農場

午後 京都→姫路

10:00-12:00

13:00-15:00

7/11 水 兵庫→帯広 帯広

9:30-12:00

13:30-16:00

7/13 金 インテリムレポート発表会準備 帯広国際センター　 帯広

7/14 土 休日 帯広

7/15 日 休日 帯広

7/16 月 海の日 帯広

10:30-12:00 評価会 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　S3

13:30-16:00 インテリムレポート発表会 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　ORルーム

16:00-16:30 閉講式 JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　SR4

16:30-17:00 閉講パーティー JICA北海道(帯広) 帯広国際センター　会議室

7/18 水 帰国

帯広市農業技術センター

講義・
実習

6/25

講義・
視察

帯広農業高等学校における人材育成の取組み 北海道帯広農業高等学校

帯広国際センター　ORルーム

帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　杉江　重信、
中井　敬二、　渕上　正春

地方独立行政法人 北海道立
総合研究機構 農業研究本部
十勝農業試験場

討論水

木

講義

火

講義・
実習

火

日時

7/2

6/27 水

6/26

月

火

金

6/19

6/21

7/17 火

7/12 木

都市近郊の農業の現状、市民農園、ため池、関連す
る各施設の視察

姫路市農業振興センター7/10

討論 インテリムレポート実施検討会(リハーサル)

視察
姫路市農業振興センター
関連する視察先

帯広市農業振興公社　森脇　芳男
帯広市農政課　樂山　勝則

帯広市農業振興公社　杉江　重信
(サブ講師)帯広市農業振興公社　中村　嘉秀、
中井　敬二、　渕上　正春

帯広市農業振興公社　森脇　芳男
帯広市農政課　樂山　勝則

帯広国際センター　ORルーム

帯広市農業技術センター

十勝農業試験場

7/4 レポート検討会

PCM研修

十勝農業改良普及センター
北海道十勝総合振興局産業
振興部　十勝農業改良普及セ
ンター

生育調査実習

病害虫の対策と管理

北海道帯広農業高等学校

帯広国際センター　S3

7/9

7/3

月

7/6 金

6/29

7/5

6/28 木

講義・
視察

講義・
視察

6/20

木

月

水
講義・
実習

農業技術開発と技術普及の制度と現状

帯広

帯広

帯広

姫路

姫路

帯広

帯広

帯広

アイ・シー・ネット株式会社
伊藤　毅

帯広

帯広市農業技術センター
帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　杉江　重信、
中井　敬二、　渕上　正春

帯広

帯広

農業者の取組み

帯広

帯広農業普及事業の現状と仕組み

帯広

帯広

火 帯広帯広市農業技術センター作物栽培管理実習２（作物の播種、移植）
講義・
実習

帯広

帯広市農業振興公社　中村　嘉秀
(サブ講師)帯広市農業振興公社　杉江　重信、
中井　敬二、　渕上　正春

中藪農園　中藪　俊秀

作物栽培管理実習３（雑草の管理）



付表-４ 

１．応募／選定（受入）人数

平成22年度 平成23年度 平成24年度 累計

応　募　数 10名 16名 21名 47名

受　入　数 9名 10名 11名 30名

２．国別受入人数
○男性　●女性

国　　　名 平成22年度 平成23年度 平成24年度 累計

ミャンマー ● ○ ○ 3名

ヨルダン ○○ ○ ○ 4名

エチオピア ○ ○ 2名

スーダン ○ ○○● ○ 5名

ザンビア ○○ ○○ ○ 5名

ジンバブエ ○○ ●● ○○ 6名

アフガニスタン ○ 1名

南スーダン ○ 1名

ガーナ ○ 1名

マラウイ ○ 1名

モザンビーク ○ 1名

6カ国 6カ国 10カ国 11カ国

9名 10名 11名 30名
合　計

年度別受入実績表
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